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１．日本財団とは

競艇の売り上げを財源に公益活動を支援する財団

＜日本財団の概要＞
（1）1962年設立

（2）正式名称は財団法人日本船舶振興会

（3）財源は競艇の売上（その約2.6％（約304億円（2008年度）））

（4）主な活動は公益活動へ助成金提供（約252億円（2007年度））

（5）対象分野や地域は特定せず、公益活動全般を対象に支援

（6）役職員数は108名（会長は笹川陽平）

＜活動理念＞

一人一人が自分らしく暮らせる、明るく元気な社会を実現するため、

「民の立場」から「公の心」をもって様々な社会問題の解決に取り組む。
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２．日本財団の助成制度

行政、企業、公益の3セクターをつなぐ触媒を目指す

＜助成の傾向＞
（1）分野・地域等は問わない全方位型（「支援の柱」を設定）

（2）柔軟な制度運用（職員自身が審査から事業管理まで担当）

＜日本財団の助成実績＞

※別紙「公益ボランティア事業 2009年度事業計画」をご参照下さい

北海道 全国

決定件数

（うち福祉車両）

申請件数

（うち福祉車両）

決定件数

（うち福祉車両）

申請件数

（うち福祉車両）

2006年度 122件

（86件）

248件

（157件）

4,008件

（2,919件）

7,386件

（5,203件）

2007年度 107件

（65件）

240件

（150件）

３,424件

（2,382件）

7,146件

（5,027件）

2008年度 145件

（101件）

229件

（153件）

3,905件

（2,823）

6,322件

（4,588件）
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３．助成金とは

助成金は事業を助けて成功させるためのお金

＜助成金とは＞
（1）広辞苑での定義

・事業や研究などを助けて成就させること。力を添えて成功させること

（2）助成金の基本的性格

・助けて成功させるためのお金

・助ける対象は事業や研究であって団体ではない

・特定の団体だけを対象にしたお金ではない

・期限のあるお金
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４．助成財団の考え方

目的を達成するための投資、NPOはパートナー

＜助成財団にとって助成金とは＞
（1）目的を達成するための投資

・助成財団にもそれぞれ存在目的がある

・その存在目的を達成するために、助成金という手段を持つ

（2）NPOは目的を達成するためのパートナー

・自分たちのもっていない手段（人、ノウハウ、現場）を持つ

・お互いに手段・強みを持ち寄ることで目的達成を目指す
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５．申請する事業計画の立て方

活動基盤の強化につながる要素を計画に盛り込む

＜申請する事業計画の立て方＞
（1）終了後の展開をしっかり考える

・継続するのか・しないのか？

・継続するためには何が必要か？

（2）自分たちの育成につながる要素を忘れない

・事業を通じて新しいノウハウ、専門性などを身につけられるか？

・活動基盤の強化を目的とする事業も対象になる制度もある

（3）申請書は簡潔明瞭が鉄則

・要点を簡潔・明瞭に記載する（審査員は時間がない中で審査する）

・書きたいことではなく、「相手の知りたいこと（設問）」に答える
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６．助成財団との付き合い方

関係性を深めてお金＋αを引き出し、糧とする

＜助成財団との付き合い方＞
（1）事前相談から積極的に関係性を構築する

・お財布と思うのではなく、顔の見える関係性の構築を目指す

・関係性がお金以外のリターン（情報、ノウハウ、人脈）を引き出す

（2）期待以上の成果をあげて感心、感謝してもらう

・自己満足ではなく、助成財団の視線も意識する

・積極的な情報発信と良好な人間関係の構築がカギ

（3）助成終了後こそ腕の見せどころ

・金の切れ目が縁の切れ目にならないように（連絡を絶やさない）

・お金以上の関係性＝Priceless
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